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釧路湿原自然再生協議会 

第２回 旧川復元小委員会 

日時：平成 16 年6月29日（火）13:00 ～ 15:00 

場所：釧路地方合同庁舎 5階 共用第1会議室 

 

議 事 次 第 

 
 
  １．開 会 
 
  ２．議 事 
 

１）釧路湿原の旧川復元計画について 

 

２）既往の調査検討結果（H15 年度まで） 

 

３）今後の調査検討方針について（H16 年度の予定） 
 
４）全体構想とのかかわり 

 
  ４．その他 
 
  ５．閉 会 
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議事概要と今後の対応方針～第１回旧川復元小委員会 
項目 議事概要 今後の対応方針 備考 

協議会は、全体構想を練り、検討するような雰囲気

にはなっていない。小委員会から上がってきたもの

をまとめるには全体構想をつくる体制が脆弱であ

る。現在の 12 の再生事業をただたばねただけの全体

構想になりかねないと非常に危惧している。特に、

旧川復元は釧路湿原や河川区域の中だけではなく

終的に全体として目指す姿の話をしなければなら

ず、そのことを議論する場所がない。 

協議会の運営として意見が出やす

くする工夫を考えていく。全体構

想を合意形成するために議論して

いかなければならない。それに向

けて小委員会の場での意見交換も

生かしていけるような体制を考え

ていく。 

 
全
体
構
想
と
小
委
員
会
の
関
わ
り
に
つ
い
て 

全体構想で具体的に決め過ぎるとそれに縛られて動

けなくなる可能性もあり得る。全体構想の個人の考

え方にも相当温度差があり、今の協議会の形で十分

な議論を行うことは難しい。例えば小委員会の代表

が集まって、全体の構想を見直す等、違う形で各小

委員会のすり合わせ的な会を持つ必要がある。 

小委員会委員長等で構成する全体

構想作成グループを設立し、その

中で協議会で議論する全体構想の

文案を精力的に作成していく。 

 

過去 6 回にわたる小委員会での議論の積み重ねは、

今後の事業展開に向けての大きな蓄積になっている

と感じた。旧川の復元に際して問題となっていた絶

滅危惧生物が旧川の中にいるということと、上流の

農地に水位上昇の影響が及ぶという 2 点は、再生区

間の再設定と右岸側に積まれた浚渫土砂の除去によ

りとりあえずクリアできると考えられる。そこで、

茅沼地区での事業は実施とモニタリング調査に移行

させ、本小委員会での議論は支川への展開について

的を絞っていってはどうか。また、その際に農業セ

クションが何らかの形で関わっていけるような体制

をとってほしい。 

国土交通省北海道開発局釧路開発

建設部として農業セクションを含

めた形で考えている。委員席に座

るかどうかは今後検討していく。 

 

今後の課題として、蛇行の部分だけではなく、もう

少し上流・下流を含めた形で考えた方がよい。この

蛇行だけの狭いところだけを見るのではなく、支流

との合流、もしくは農家も含めて、もう一度考える

と、流量を下流側で増やした方が、洪水安全対策的

にも、農家を守る意味からもよいし、オソベツ川そ

のものの蛇行流路も復元できるならばメリットがあ

ると思う。 

茅沼地区の旧川復元全体計画（フ

ルプラン構想）としてオソベツ川

を含めた旧川復元計画について検

討する。 

 

こ
れ
ま
で
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茅沼地区の堀削試験工事は、事前に協議会や小委員

会の中で協議した記憶もなく、フライング的な実験

という印象がある。今後、協議会や小委員会で事前

に協議されない実験が行われる可能性があるのかを

確認したい。 

当時、検討委員会である程度議論

してきたことについて、全体構想

の中に盛り込んでいかなければな

らないと考えていた。実際当地区

が、旧川の部分の土質条件や施工

条件が分からないと施工計画は立

てようがないと考え、試験的な堀

削調査を行った。今後は、実施計

画にかかわるものについて、協議

会で協議しないで実施することに

はならないと考えている。 

 

釧路川水系河川整備基本方針の検討と当協議会の関

係はどうなっているのか。釧路川全体のことを議論

する場合、別々な検討にならないのではないか。 

釧路開発建設部のホームページに

経過を載せており、チラシでも広

報している。釧路川の川づくりと

考えたときに、釧路川は下流に湿

原という大きなものがあって、そ

の保全というものが密接にかかわ

ってくるので、検討状況について

協議会へも報告し、連携を図って

いきたい。 

 
今
後
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茅沼地区の現況等の詳細検討資料を小委員会で提示

してもらいたい。 
可能な範囲で提示する。（貴重種や

個人情報に関するデータは公表し

ない。～第 1 回協議会で確認） 
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